
Ⅱ－５．大学寄付講義の実施概要 

 

社会人、企業人として必要な視点・能力を醸成すべく、｢柔らかい社会｣｢地球の有限性｣｢人類愛｣｢国際化・グロ

ーバル化｣を共通キーワードとして、地域の大学に対する寄付講義を実施しました。マツダ財団は各講座の企画、

講師調整、講義準備、講座運営を担い人材、ノウハウ、コンセプト、講義等の提供による助成を行いました。ま

た、マツダ財団のネットワークや人的資源を活かした講師派遣も行いました。 

 

    １．対象学生と目的 

(1)工学系学生（今年度開講なし） 

 近年、社会は高度かつ複雑に変化し、技術も多様な側面を持ちつつあります。次代の技術者と

して必要な社会における技術の多角的な視点（環境・情報・国際化・技術者倫理等）について、

次世代を担う学生と共に考える双方向方式の講義です。 

(2)人文系学生 社会の仕組みを理解するとともに、現在の日本の課題、世界の課題を社会科学的視点によりと

らえ、これから必要とされる「柔らかい社会」での生活者、社会人としての役割やビジョンに

ついて次世代を担う学生と共に考える双方向方式の講義です。 

 

    ２．特 徴 

①複数の協力機関からの講師陣 

②キーワードによる講義の一貫性の保持 

③大学毎の特徴づけ 

④学生と講師の双方向授業 

 

    ３．実施講義 

実施内容は、以下のとおりです。 

大学名 講義科目 期間 講師所属機関 特徴 開講年度

県立広島

大学 

ボランティア活動 2010 

5.22,29 

集中講義 

 

夏休み実

習 

ひろしま市民活動ﾈｯﾄﾜ

ｰｸ HEART to HEART 

(特活)ひろしまレクリ

エーション協会 

広島国際学院大学 

(特活)ANT-Hiroshima 

ひろしままちづくりﾌｧ

ｼﾘﾃｰﾀｰｽﾞ 

広島県内単位互換科目。講義と実地研修

とを組合せた形で、ボランティア理解、

ボランティア活動に必要なリーダシップ

の育成・チームワーク力の醸成、ボラン

ティア活動参加による感動体験を得るこ

とを目的として実施。２０名が１５箇所

の事業所や団体でボランティアとして活

動した。 

2000 年

以上の他、広島大学「コミュニケーション能力開発特別講義（ディベート演習）」、県立広島大学｢インターンシッ

プ実習・ビジネスマナー講座｣へ講師派遣を行った。 

－１８－ 


